
也

.

班

節

七
番

約
六
硫

鍔

〇

二〇

ビ
云

ふ

べ
し
｡

m
心
ふ
に
祢
州
中
部
に
於
け
る
所
謂
横
濃
の
二
例
た
る
濃
尾
地
震
YJ
峰
山
地
演
.fJ
を
併
せ
考
ふ
る
に
断
層
の
北
淡
側

は
北
方
に
水
平
に
移
動
せ
り
｡
此
の
結
果
は
円
本
列
島
の
弧
形
よ
-
見
れ
ば
弧
形
の
長
さ
の
布
縮
む
示
す
も
-i,1
な
-

既
に
富
士
の
北
方
お
園
む
封
曲
は
局
部
的
に
伸
長
せ
る
部
分
あ
る
も
断
層
に
依
ら
ざ
る
日
本
島
弧
の
短
縮
な
り
｡

本
弧
は
箪

二
紀
の
初
尭
以
後
短
縮
を
騰
宿
せ
る
も
の
に
あ
ら

ざ
る
掌
さ
を
保
せ
ん
や
｡
(
四
月
八
日
槙
縞
)

三
宅
島
屋
凍
長
石
の
諸
性
質

紳

津

倣

砧

轟
き
に
余
等
は
三
宅
島
慶
祝
長
石
の
性
質
及
露
出
の
状
態
よ
り
'
其
成
因
を
考
察
し
'
更
に
常
時
の
火
山
活
動
の

様
式
を
推
論
せ
ち
t｡
該
報
骨
に
於
て
は
'
衆
長
石
の
焼
栗
は
記
事
の
燭
光
を
遮
-
る
蔑
め
僅
か
に
其

一
二
を
記
す
る

に
止
め
た
-
｡
然
れ
Jru
も
本
源
物
の
諸
性
質
は
前
き
の
所
説
だ
密
接
の
闘
係
あ
る
を
以
て
'
蓑
に
表
題
を
改
め
て
証

に
詳
述
す
る
こ
ビ
ビ
せ
-
.
但
し
測
定
の
方
法
に
就
き
て
は
露
に
は
省
略
せ
り
｡

｢

.化

聾

唖

質

第
愛
泰
盛
照
)

三
宅
爵
産
衣
長
石
の
化
聾
分
析
の
結
果
に
新
借
二
つ
あ
-
｡
一
つ
は
北
村
氏
の
分
析
に
し
て
'
其
時
代
は
既
に
五

十
年
以
前
な
り
ー
第
二
は
閲
歴
千
九
百
十
三
年
｢
ワ
シ
ソ
ー
ン
｣
博
士
の
行
ひ
ね
る
者
に
し
て
､
･余
の
該
次
長
石
研
究



巾
に
好
意
を
以
て
分
析
せ
ら
れ
た
る
者
な
り
･.3

其
粘
灘
は
点
北
確
聞
大
尊
理
斜
報
菅
に

一
庶
摘
載
せ
る
-
1
其
成
分

は
特
に
今
回
注
意
を
惹
起
す
る
必
要
あ
る
を

以
て
p
北
村
氏
の
分
析
の
結
果
A,J
平
行
し
て
左
に
朝
放
せ
-
0

三
宅
島
衣
長
石
を
考
ふ
る
時
に
｡余
等
は
又
常
に
樽
前
火
山
席
次
長
石
ハ
明

治
四
十
二
年
噴
出
)
を
聯
憩
す
｡
木
長
石

も
小
川
工
撃
士
の
分
析

の
外
に
｢
ワ
シ
ン
ト
ン
｣
博
士
の
分
析
あ

-
｡
こ
れ
叉
東
北
碑
囲
大
撃
理
科
報
告
に
詑
載
せ
る

轟
あ
る
も
数
字
に
誤
植
あ
る
を
以
て
'
其
訂
正
を
兼
ね
て
小池
に
市
記
し
､
彼
我
封
稀
の
俊
に
供
せ
ん
｡
(第
意
表
塵
照
)

読

Tarumae

ⅠⅠⅠ ⅠV

44,48 43.51

35.93 35.75

ce

11

48

61

05

A

d

tra

1
.
19

0

0
.
∩

∩

Miyakejlma
≡=≡■一一ii:::::::=岩⊇さ
Ⅰ ⅠI

SiO2-日- 44.49 44.03

Fc20.<･-･･･- 0.08 0.10

ce

66

00

07

tra

は

1

0

MgO-･--･ 0.04 0.20

9

9

.ノ

C.･山
り

】

1

9

0
.

CaO･--- 19.49
Na20--- 0.59
K2〇･･･-････ 0.03

BE10日-･･H none n.d. none

Sl･0･････････ nonc n.d. none

total--- 100.72 10CI.55 100.乞4 100.51

Ⅰ Miyakejimaanorthite,H.S.Washington.Tmalyst.

II MiyaltcjimaartorLhite,T.Kitamuraanalyst.

王V Tarumacanorthite,Yl0gawa(lnalyst,

W

第

t
衷
に
よ
り
二

二
宅
島
産
衣
長

石
の
新
琴

三

の

三

宅

比
結
氷
長

石
の
紙
性
質

分
析
の
結
果
を
比
校
す
る
に
'
共
に
能
-

一
致
す
る
者

ビ言
ふ
ペ
-
p
本
邦
地
質
調
査
所
初
代
の
分
析
の
優
良

L･I.る
を
驚
す
る
に
足
れ
ち
｡
又
椿
前
産
衣
長
石
の
分
析

も
両
者
髄
-

一
致
す
｡
今
｢
ワ
シ
ン
ト
ン
L
博
士
の
分
析

の
結
果
よ
-
分
子
式
を
算
出
す
れ
ば
､
三
宅
島
産
衣
長

石
は

A
b3.gAIl
l15.4C
g07に
し
て
.
樽
前
産
は

O
ro.6A
t)4.
,

An

9316Cg
2.1
な
ゎ
｡共
に
｢
カ
ー
ネ
ギ
ー
｣

石
の
分
子
を
含

み

.後
者
は
正
長
石
分
子
を
も
含
む
｡
戯
れ
rrrJJ
も
皆
少

濃
な
る
を
以
て
此
れ
を
省
略
す
れ
ば
､
三
宅
鳥
産
は
t

A
b
4
6A
n
E54倍
前
産
は
A
b
:
A
n
,3
6な

-
0

前
報
告
に
述

べ
た
る
如
-
､
火
山
岩
葉
の
結
晶
作
用

を
考
察
す
る
時
は
｡
火
山
岩
中
に
産
す
る
斜
長
石
に

L

E
E
i
T

こ
7



地

球

.

筋

七

怨

紡

大
助

四
望

二
二

で
二

二
宅
島
及
樽
前
座
の
如
-
殆
ん

で純
友
長
石
の
性
分
に
近
-
且
つ

多
蚤
に
産
す
る
場
合
は
｡
其
成
因
に
就
き
て

特
に
考
慮
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
｡

二
七
屈
折
率
及
屈
折
率
の
分
散

(第
二
敦
盛
照
)

斜
長
石
鷹
に
於
で
は
､

一
般
に
屈
折
率
は
其
化
撃
成
分
だ
比
例
し
て
挺
化
す
｡

故
に
屈
折
率
の
測
定
は
其
化
撃
成

分
を
判
定
す
る

一
方
放
電
-
.
食
捜
児
(級
長
約
五
八
ミ
,>
.'
ミ
ク
)
を
用
ゐ
て
､
三
つ
の
ま
屈
折
率
を
測
定
せ
る
丑
農

は
左
の
如
し
｡

a
I

t
15
7
4
7
,

iJ3
-

1
･5

82
7
,

γ
-

1
･5

880.

億
の
異
な
れ
る
波
長

の
光
線
に
て
p

此
等
の
三

つ
の
債
を
測
定
す
る
時
は
第
二
未
に
示
す
が
如
き
結
果
を
輿
ふ
｡

三
.
光

軸

角

光
軸
角
を
知
る
方
法
に
二
あ
り
｡
一
つ
は
主
屈
折
率
よ
り
方
式
に
よ
り

等
出
す
､
他
は
光
軸
角
測
定
器
を
用
ゐ
て
直
接
に
其
角
度
を
測
定
す
'
斜

長
石
の
場
合
に
は
後
者
の
方
法
に
よ
-
て
角
度
を
求
む
る
を
安
全
ど
す
｡

食
感
頗
(58
9
JIJl)
に
封
す
る
光
軸
角
を
､
前
記
層
研
率
よ
り
算
出
し
た

る
慨
は

2
V
I

7
7
｡4
5r

測
角
器
に
て
得
た
る
債
は

2
V
I

7
7
C1
6
I

他
の
異
な
れ
る
波
長
の
光
線
に
封
す
る
光
軸
角
を
､
計
算
に
て
求
め
た
る

個
.は
第
三
表
に
示
す
が
か
-
0



凱
長
石
の
光
軸
角
は
知
級
長
よ
-
長
級
長
の
光
線
に
向
つ
て
其
慨
を
漸
次
減
す
る
性
質
を
有
す
｡

然

る
に
第
三
表

に
見
る
が
如
-
､
屈
折
率
よ
り
計
算
に
て
符
た
る
光
軸
角
は
､
異
な
れ
る
光
線
に
封
土
て
規
則
正
し
き
塵
化
を
輿

へ

l̂nJL_〟 計井 より符たる iELlJ角許 にて得 ナころ2V

∠Ⅴ Ⅰ ⅠⅠ79つ14′ 79つ13′78 4 7758

486508.5527535554589610644671700 79832′78_14773276 677 2277457744761077405732
77 16 7728767 76 1

.
/

サ
p
是
れ
屈
折
率
の
測
定
上
の
誤
差
に
因
る
者
に
し
て
､
叉
其
僅
か

の
誤
差
が
計
算
上
得
た
る
光
軸
角
の
債
の
上

に
著
し
き
差
を
生
す
る

を
示
す
も
の
な
ら
｡
今
食
塊
光
の
場
合
を
収
･･C/
屈
折
率
の
誤
差
が

如
何
に
光
軸
角
に
影
響
す
る
か
を
左
に
示
さ
ん
｡

屈

折
率
α

｡β
及
γ
に
於
て
小
数
鮎
以
下
四
位
の
所
に
て

1
の
担

化
を
恨
定
す

､魚
る
時
は

･LV
d,!･-
12･4
,･
聖

p
I
I
22
･5
',
肇

r-
1:3･47

Su.

ど
な
り
若
し

α
及
γ
に

於
て
同
附
鴎
.

-に

於
で
異
な
れ
る
附
親
の

壁
化
を
屈
折
率
に
引
き
通
す
時
は
光
軸
角
に
朝
骨
太
な
る
鼻
化
を
生

す
次
長
石
の
如
き
疎
物
に
封
し
､
現
今

一
般
に
行
は
る
～
測
定
法
に

て
小
数
鮎
以
下
四
位
に
於
て
正
負

一
の
精
確
皮
を
軍
ふ
は
不
可
能
の

革
に
属
す
､
殊
に
食
麟
光
の
如
-
容
易
に
充
分
光
度
を
得
ら
る
～
者
を
除
き
て
は
英
側
定

一
暦
困
難
な
-
.

測
角
器

を用ゐ
て
四
つ
の
異
な
れ
る
光
線
に
封
す
る
光
軸
角
を
測
定
し
た
る
結
果
は
第
三
者

,l及
H
の
下
に
示
せ

･Jl
｡
Ⅰ
及
IIは
異
な
れ
る
時
に
異
な
れ
る
屈
折
率
里
刊
す
る
液
中
に
て
測
定
せ
る
結
果
を
b
v
に
改
算
せ
る
着
電
-1
0

四
p
熔

融

鮎

(
湿
度
は
皆
堀
氏
に
て
示
す
)

三
唱
鳥
鍵
水
長
和
の
蘭
件
質

四
望

二
三



地

政

約
七
態

第
六
挑

田
沼

二
四

斜
長
石
鷹
は
A
b

分
子
だ
An

分
子
だ
の
任
意
の
混
合
に
よ
r･｡
形
成
せ
ら
れ
.
熔
融
鮎
も
両
者
の
間
に
介
在
す
O

A
b
即

ち
A
n
分
子
を
少
し
も
過
せ
ざ
る
曹
珪
斜
長
石
の
熔
融
鮎
は
約
千
宵
十
度
に
し
て
I

A
n即
ち

A
b
分
子
を
少
も
現
せ

ざ
る
友
長
石
の
熔
融
鮎
は
千
五
百
五
十
度
な
ゎ
｡
而
し
て
此
等
爾
者
の
中
間
の
成
分
を
有
す
る
斜
長
石
は
､
熔
融
し

▲飴
む
る
温
度
だ
､
棒
倒
し
終
る
脱
皮
だ
を
有
L
､
其
倍
は
千
五
甘
五
十
度
だ
千
百
十
度
と
の
中
間
に
任
す
.

三
宅
島
産
衣
長
石
の
熔
融
し
弛
む
る
脱
皮
だ
'
帰
翻
し
終
る
温
度
亡
は
左
の
如
し
｡

)
5
3
0
0+_
2
0-

)
5
3
9
.什
2
｡

即
ち
熔
融
間
脱
皮
(
n
ettin
g

intervaD
は
九
度
な

-
〕

人
工
に
て
作

り
た
る
A
b5A
n
gあ
成
分
を
有
す
る
衰
長
石
の
此
等
の
温
度
は

1
5

34
9什
2

｡-

1
5掛
2
｡+_
2

0

化
学
分
析
の
紙
型

二
宅
島
友
長
石
の
成
分
は
格

A
b4.Glh
95.4な
ら
｡
故
に
其
熔
始
鮎
だ
熔
絡
郡
だ
は
純
粋
の

A
bqA

n
gS

に
此
す
れ
ば
多
少
高
か
ら
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡

然
る
に
賓
廟
の
結
果
は
珊
々
低
し
｡
是
れ
金
-
其
中
に
含
ま
る
ゝ

不
純
物
に
原
因
す
る
者
だ
考

へ
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡

然
れ
rど

も
此
等
温
皮
の
差
異
は
僅
か
にこ
五
度
を
越

へ
ざ
る
者
な
る

を
以
て
'
其
成
分
は
A
bbAn
95に
近
き
者
な
る
こ
ど
は
明
か
な

-
0

五
､
筑
長
石
駿
滴
の
屈
折
率

三
宅
島
嵐
衣
長
石
を
千
五
百
五
十
度
以
上
に
加
熱
L
t
充
分
熔
融
せ
る
者
を
､
急
に
冷
却
し
て
改
構
を
作

ら
.
其

屈
折
率
忍

測
定
せ
る
に
弄
表
の
如
き
結
果
を
得
た
-

人
工
火
長
石

(A
bbA
n
95)
の
欺
鞘
の
屈
折
率
も
比
較
の
満
め

並
潤
す
｡

使
用
せ
る
光
繭
は
食
牌
光
な
-
0



日
掛
帥
謝
軸
剖
薄
索
=
)
･572
1

(帯
封
＼
ZF
遊
q
頭
･灘
-
}
･5809)

A
b5An
95

◎
督
嘉
=

1･5707
(
許
か
＼
車

港
南
g
TT倣
=
)
･580)

六
､
祝
長
石
の
結
晶
と
輿
醜
璃
の
比
重

訳
長
石
響

m
の
比
重
ビ
其
匪
璃
の
比
翼
だ
を
.
同
じ
方
法
に
て
同
時
に
測
定
せ
る
結
泉
は
次
の
如
し
｡

川
謝
辞
対
翻
剖

葦
如
=
2
.758,
滞
嘉
=
2･6
8
4

A
b
MA
T195

葦
か
=
2.75
5
,

滞
蕗
-
2･68柑}

三
宅
島
衣
長
石
は
其
結
晶
鰭
に
於
で
も
､
又
牧
蛸
の
状
態
に
於
て
も

､
人
工
の
A
b5A
n95よ
ゎ
比
重
は
精
々
重
し
C

即
ち
三
宅
島
産
灰
長
石
は
A
n
分
子
を
精
々
多
量
に
含
む
薯
-

す
を
得

ペ
し
〇

七
,
比
容
積
(
S
p
ec
ific
v.i.u
m
e)
及
比
屈
折
能
(
S
p
ecific
refrati
v

e
｡nergy
)

上
記
の
比
寮
及
属
折
率
の
測
定
の
結
苑
よ

-
､
次
長
石
の
比
容
積
及
比
屈
折
髄
は
容
易
に
算
出
す
る
を
得
.
叢
に

は
比
容
積
の
み
を
掲
ぐ
出
謝
辞
対
榊
剖

A
b
SAn

,5

葦
FF

常
盈

拝
帝
都

O.33
2
0

0･3727

講
HFgEr

曹
盛

0.363
0

0.∽
7
2
9

以
上
記
述
せ
る
三
宅
島
次
長
石
の
物
理
的
渚
性
質
を
総
括
す
る
時
は
○
其
成
分
は
A
b
sAn
-

A
b
5A
n
959
間
に
柏

督
し
｡
化
撃
分
析
よ
-
碍
た
る
者
}三

致
す
る
を
知
る
べ
し
｡

lニ
屯
偽
産
衣
長
石
の
節
性
質

M
M
･,]

二
五



地

球

第
七
聴

解
六
紙

鍔

舛

二
･:(

三
宅
島
我
長
石
の
結
晶
せ
る
母
液
'
即
ち
岩
浪
の
金
化
撃
成
分
を
知
る
は
不
可
能
の
事
に
屈
す
.
揮
聴
成
分
の
大

部
分
は
既
に
放
散
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
な
･d
｡

次
長
石
ビ
共
に
放
出
せ
ら
れ
た
る
｢
ラ
ピ

タ
｣
は
､
前
報
告
に
述

べ
た
る
が
如
-
､
次
長
石
結
晶
の
際
に
共
布
せ
る

熔
健
の
大
部
分
な
-
｡
熔
髄
の
化
撃
成
分
は
揮
磯
成
分
を
除
け
ば
｢
ラ
ビ
リ

｣

の
分
析
に
土

-
て
知
る
密
殺

ペ
L
｡
比

の
分
析
は
目
下
洞
戸
･州
撃
士
に
よ
-
七

行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
を
以
て
'
後
日
報
骨
す
る
曲
あ
る
ペ
し
｡

｢
ラ
ビ
リ
｣
の
抽
出
に
引
き
簡
き
流
出
せ
る
熔
岩
は
｢
デ
イ
･L
ラ
ー
｣(D
ittter)
氏
に
よ
-
て
分
析
せ
ら
れ
､
其
結
果

は
第
四
衷
(
6

)

に
見
る
が
如
し
｡

所
謂
富
士
火
山
帯
に
属
す
る
伊
豆
諸
島
の
岩
石
を
通
腰
す
る
に
'
其
中
に
著
し
き
特
徴
あ
る
は
'
既
に
識
者
の
釆

認
せ
ら
る
ゝ
朗
LJ
る
ペ
し
｡
外
観
措
色
に
し
て
､
落
し
-
走
性
な
る
が
如
き
も
'
化
聾
分
析
に
附
す
れ
ば
珪
酸
は
五

十

.'1
-
セ
ン
ト
を
越
ゆ
る
者
少
か
ら
す
｡
文
殊
物
成
分
は
撒
櫨
石
'
基
性
斜
長
石
'
輝
石
等
を

主
成
分
ビ
な
し
､
玄

武
岩
の
主
成
分
だ

1
致
す
る
も
'
其
岩
石
組
織
は
山
陰
迫
に
見
る
捜
式
的
玄
武
岩
の
如
-
帥
龍
の
均

1
質
の
者
に
あ

ら
や
'
珪
酸
の
畳
も

一
般
に
多
し
｡
此
等
の
鮎
よ
-
.
此
等
岩
種
を
玄
武
岩
鵜
に
編
入
す
る
か
'
或
は
安
山
岩
,tJ
呼
ぶ

か
に
瑚
き
て
は
､
捉
凍
斯
単
著
の
大
に
考
慮
せ
る
研
.fj
-
｡
歴
史
を
重
す
る
中
欧
岩
石
尊
者
を
し
て
比
の
種
の
岩
石

に
命
名
せ
し
め
ば
鋸
石
安
山
岩
だ
呼
ぶ
者
多
数
な
る
べ
し
.
化
撃
分
析
の
結
果
に
基
準
を
置
-
米
聾
者
中
に
は
玄
武

岩
.,･J桐
す
る
者
少
か
ら

ざ
る
ベ
L
｡
要
す
る
に
本
岩
種
の
性
質
は
玄
武
岩
だ
安
山
岩

亡に
跨
が
る
性
質
を
供
僻
耳
｡

此
等
分
頻
上
の
問
題
を
離
れ
て
｡
吾
人
の
特
に
注
意
を
曳
-
特
徴
は
'
其
化
撃
成
分
に
酸
化
カ
ル
シ
ク
ム
(
C

aO
)

の
多
塵
に
春
す
る
輩
に
し
て
第
四
嚢
に
見
る
が
加
-
質
に
十
パ
ー

セ
ノ
ー
内
外
を
含
む
0
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8

酸
化
カ
ル

シ
ウ
ム
を
他
の

化
学
成
分
に
比
し
て
多
量
に

含
有
す
る
は
富
士
火
山
鞘
に

屠
す
る
岩
石
の
み
な
ら
ず
'

本
部
産
火
成
岩
の

1
大
迫
性

な

り
｡
滑
此
の
性
質
は
太
平

洋
沿
岸
に
露
出
す
る
丑

｢
ア

ル
カ

リ
I
L
岩
の
通
性
な
-

ビ
論
ず
る
者
あ
-
｡
然
れ
rrr,J

も
伊
豆
細
島
の
岩
石
の
如
-

多
量
な
る
は
其
例
多
か
ら
す

斯
の
如
き
成
分
を
主
TJ
す
る

岩
梁
よ
り
斜
長
石
初
代
の
晶

出
に
衣
長
石
又
は

｢
パ
イ
ト

ー
ナ
イ
ト
｣
(B
ytow
n
ite
)
を

見
る
は
排
の
常
然
掌

り
｡
然
れ
で
も
明
治
七
年
境
川
の
三
宅
島
産
衣
長
石
の
如
き
純
次
長
石
に
近
き
成
分
を
有
L
t

二
･.dP践
紅
炎
長
石
の
諸

件
斑

琵

心

二

七



地

球

第
七
番

節
大
助

国

光

二
八

基
盤
多
-
､
且
っ

大
晶
を
形
成
す
る
は
､
革
に
岩
浪
の
化
撃
成
分
に
の
み
図
る
者
ビ
考
ふ
る
髄
は
ず
し
て
繭
報
骨
に

見
る
が
如
き
考
察
を
必
要
.,)
す
｡

釈
義
州
南
束
に
出
た
魚
偲
石
-
コ
プ
テ
ラ
の
7
新
種

横

山

攻

那

朝
鮮
新
儀
州
の
向
山
武
男
氏
が
同
地
の
商
圏
鶴
州
郡
死
域
面
白
士
洞
に
磯
見
せ
る
魚
化
石
が

リ
コ
プ
テ
ラ
な
る
事

は
地
球
節
七
怨
第

.1
批
新
報
(
八
六
貫
)
に
中
村
教
授
が
報
じ
て
な

ら
れ
る
O
L
3,COP
tera
は

J
･M
iiller
が

一
八
四
七

年
に
創
設
せ
る
レ
プ
ト
レ
ビ
ス
利
の

T
hrissop
s
近
似
の
属
で
そ
の
基
型
穏

'1J
L

で
は
ー､ニ

ー
ラ
ー
の
唯

1
の
種

L
･m
id
d
eZulorj
fii
が
説
定
せ
ら
れ
る

｡A･S.Woodward
は
此
他
Li

L
･sine71Sis
を
記
載
し
た

.Sauvageが
一
八

八

〇
年
に
記
載
し
た

P
role
Eia
s

davidi
は
ク
ツ
ト
ワ
ー
ド
に
よ
れ
ば
ク

コ
プ
テ
ラ
で
あ
る
｡
新
義
州
の
も
の
は
蚤

の
い
づ
れ
に
も
属
せ
や
新
堀
で
あ
っ
て

Lycop
tera
ck
osenensis
だ
命
名
せ
ら
る
る
こ
E
に
な
っ
た
｡

向
山
氏
烏
-
選
ら
れ
た
模
本
は
三
箇
で
固
い
次
鼠
色
の
百
岩
で
あ
る
｡

tI
衝
は
安
全
で
あ
る
が
頭
部
の
印
象
恵
-

骨
組
を
明
か
に
蔑
む
事
は
難
い
が
し
か
し
其
他
の
部
分
は
可
な

rJn
明
瞭
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
.
貫
岩
の
表
面
に
は
沿

褐
餓
鋸
の
藩
学

切
る
高
さ
二
分
乃
至

二
分
の
パ
ル
デ
ナ
類
似
の
小
淡
水
貝
の
印
象
が
あ
る
が
其
特
質
は
明
に
し
難
い

魚
の
良
さ
は
六
六
ミ
リ
｡

所
長
(
組
蓋
を
含
む
)
｣
五
-､Lt
-
に
て
頂
の
高

さ
よ
-
-
粗
大
で
あ
る
｡
膿
の
敢
搾
部
は


